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機能性表示と茶の流通

静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行

１．機能性表示について
・食品表示法
・保健機能食品
・機能性表示食品について
・地理的表示に関して
・地域団体商標に関して

２．流通について
・茶の市場の機能
・消費が拡大している茶種
・流通の経時的変化
・消費の変化
・変化なくしては発展なし

☆食品衛生法

☆JAS法

☆健康増進法

を統合

食品表示法
平２７．４施行

食品表示に関する法律

・整合性の取れた表示基準の制定
・消費者、事業者双方にとって分かりやすい表示
・消費者の日々の栄養・食生活管理による健康増進に寄与

保健機能食品の概要(HPより引用) 機能性表示食品と特定保健用食品の相違(HPより引用)

機能性表示制度のイメージ(農水省HPより引用) 静岡県立大学での機能性表示に対する対応

・レビューの作成支援
・機能性の検証
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フーズサイエンスセンターと連携しSRの作成(FSCのHPより引用)
現在(11月上旬）までに受理されている茶関係の機能性表示商品

商品名 食品の区分 機能性関与成分 届出者 機能性
資料の作
成月日

食事の生茶 ペットボトル
難消化性デキストリ
ン

キリンビバ
レッジ

脂肪の吸収を抑えて排出を増加。糖の
吸収を穏やかにする。おなかの調子を
すっきりと整える

3月27日

アサヒ　めめはな
茶

ペットボトル メチル化カテキン アサヒ飲料
ほこりやハウスバストによる目や鼻の
不快感の緩和

4月22日

テアニン サプリメント L-テアニン 森下仁丹 緊張感の軽減 5月6日

テアニンの働きで
健やかな眠りをサ
ポートする麦茶

ペットボトル L-テアニン 伊藤園 夜間の健やかな眠りをサポート 5月15日

べにふうき緑茶
ティーバッグ

ティーバッグ メチル化カテキン JAかごしま
ハウスダストやほこりなどによる目や
鼻の不快感を軽減

6月8日

サンフェノンEGCｇ
カプセル

サプリメント
エピガロカテキンガ
レート

タイヨーラ
ボ

脂肪を消費しやすくする 7月13日

サンテアニン200 サプリメント L-テアニン
タイヨーラ
ボ

起床時の疲労感や眠気の軽減。一過
性の作業に伴うストレスを和らげる

8月20日

お～いお茶　日本
の健康　玄米茶

ペットボトル
難消化性デキストリ
ン

伊藤園
お腹の調子を整える。脂肪の吸収を抑
制し、食後の中性脂肪の上昇抑制

8月26日

茶関係の機能性食品表示商品

静岡県経済連でも 申請を準備中

商品名
静岡粉末茶？
機能性関与成分名
茶カテキン？
表示しようとする機能性
体脂肪や肥満関係？

カテキンにはこれまでに多くの
研究実績があり、また総説論文
も多い。

案
カテキン含有量〇〇mg。
1日当たり３本の粉末茶入

りスティックをお湯または
水に溶かして飲用してい
ただく

地理的表示と地域団体商標との違い(HPより引用)

地理的表示(HPより引用)
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茶市場等取扱量の全国荒茶生産量に
対する割合の経時的変化

静岡：JA大井川茶流通センター、掛川市農協小笠市
場、茶ピア取引所、静岡茶市場
鹿児島：鹿児島茶市場

茶市場の機能!!
公設茶市場の機能

・価格形成

・価格情報の公開

・茶の公正な取引

の促進

・生産、流通の活

性化

⇒ 茶の振興

静岡を中心に
大凍霜害

生産 消費

生産の変化
消費の変化

茶の流通の特異性
・流通プロセスで製品形態が変化する
・茶卸売業が製造機能を有している
・品質重視の小口取引
・流通システムが県ごとに異なる

・大型化
・均一化

・RTD化
・多様化

市場取引の変化

大手加工業者への集中化 ⇒ 価格形成
(店頭価格から逆算しての原料価格の決定)

生産と消費の関係

流 通

消費が生産を変える
生産が消費を変える

伸びている茶種は？
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ティーバッグ販売量の推移

急須いらず
の簡便化

簡便化、食
品素材、機
能性など

日本茶の
認知

時代の要求に応じて生産量が増大

RTD
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1975 2001 2010 1975 2001 2010 1975 2001 2010
直販 4,600 3,000

0.0 0.0

農協仕上 2,832 2,600 2,320 3,576 2,600 2,320
4.5 4.2 5.2 5.6 4.2 5.2

7,648 3,520
12.1 7.9
7,895 3,620
12.5 8.1
4,422 2,980
7.0 6.7 5,631 4,800 3,500 59,169 46,800 36,280
31.6 29.0 22.7 8.9 7.7 7.8 93.3 75.5 81.0

1,209 520 県内分 33,000 28,180
1.9 1.2 28,078 14,600 17,170 53.2 62.9

20,183 13,550 44.3 23.5 38.3
31.8 30.2
7,382 3,990
11.6 8.9
45.3 28.4 40.3
1,825 4,400 2,530
2.9 7.1 5.6

県外分 13,800 8,100
3,003 9,400 2,500 22.3 18.1
4.7 15.2 5.6

3,070

6,996 8,000 2,800 海外分 8,000 2,800
11.0 12.9 6.3 12.9 6.3

400

合計 63,395 62,000 44,800

18,000

17,600

生葉流通 荒茶流通

県内荒
茶工場

農協

農協共販

茶商など静岡
茶市
場

非共販

県外茶

静岡茶市場

斡　旋　等

輸入緑茶

斡旋等

荒茶流通の推移

多極化

スーパー大健闘

小売店苦戦

通販拡大

対面販売から消費者
の選択購入に移行

パッケージや説明文章で
勝負、ブランディング

お茶は多くの茶商品の中
からパッケージや価格で
購入される

購入先にも大きな変化が
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112,108 ｔ

54,720 ｔ

84,733 ｔ

88,290 ｔ

茶類全体
115,710 ｔ

茶類全体
120,037 ｔ

茶類全体に対する

煎茶の比率

７３．６％

茶類全体に対する

煎茶の比率

４７．３％

昭和50年

平成25年
加工用原料
(推定値) 

28,160 ｔ

一番儲かった時代に比較し、茶類全体量はやや減
少しているが、茶種の多様化と原料茶が増加し、煎
茶の比率が減少した。

平成32年(2020)
中村予測

煎茶は益々減少
し４万t以下に？

約３０％に減少

37,500 ｔ

儲かった時代と需給構造に変化!!
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限界を知ること
☆限界の規定要因は?!
☆未来の予測

例

・ 電話 ⇒ 携帯
・ テレビ ⇒ 薄型
・ 写真 ⇒ デジカメ
・ 野菜 ⇒ カット野菜
・煮物 ⇒ サラダ

リーフ茶,煎茶
急須

粉末茶
ティバッグ

ペットボトル

煎じ茶、番茶
(やかん、土瓶）

１９００ １９２０ １９４０ １９６０ １９８０ ２０００ ２０２０ 年

煎じ茶（やかん、土瓶） 淹茶(急須) 簡便茶？

お茶が変われば飲み方も変わる
当然、お茶の製造方法も変わる

持続的発展のためには進化が必要!!

生産の変化
消費の変化

・大型化
・均一化
・効率化

・簡便化
・ティーバッグ
・粉末茶
・ペットボトル

市場取引の変化

・多様化
・差別化
・個性化

・少量多品
種化
・差別化

付加価値

低価格化

流通の変化への期待

☆取引の見直し
☆取引先との連携強化

☆生産から消費に至る双方向の情報共有
☆商品及び商品素材の開発、提案
☆流通の簡略化


